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 2011 年東北地方太平洋沖地震の発生を受けて、南海トラフで発生が懸念























 調査は、2014 年 5 月、四国沖から紀伊水道沖にわたり、変形フロントよ
り 50~60km 海側においてトラフに平行な測線で実施した。約 360km の測
線上に 10km 間隔に 35 台の海底地震計を設置後、深海調査船「かいれい」
の 7800 inch3 のチューンド・エアガンアレイを 200m 間隔で発振した。6
月には、同一測線上で海洋調査船「かいよう」の可搬式システム（380 








域（Okino et al., 1994, 1999）に相 
当する。海底地震計で得られたデー 
タからは、基盤で変換したと考えら 
れる PS 変換波が測線全体で確認さ 
れた。特に測線北東側で、最上部マ 




図 1 調査測線図 
図 2 高分解能反射法地震探査断面 
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